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谷はすべて埋められ、山と丘はみな低くされる。曲がった道はまっすぐに、 
でこぼこの道は平らになり、人はみな神の救いを見る。（ルカによる福音書 3：5-6） 

2021 年 1 月 31 日（日） 

日本キリスト教団 久宝
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第 63 巻第 43 号（通算 3220 号） 

教会設立 1959 年 6 月 14 日 
 
〒581-0072 
大阪府八尾市久宝寺 6 丁目 7－10 

TEL 072-992-2131 FAX 072-992-2135 

主任担任教師・牛田 匡 牧師 

担任教師・水谷 憲 牧師 

隠退教師・小林 達夫 牧師 

郵便振替：00980－5－212130 「日本基督教団久宝教会」 

【集会案内】こどもの礼拝：毎日曜 10：15－10：30   何かお悩みがありましたらご遠慮なくご相談ください 

      主日礼拝：毎日曜 10：30－11：30 小さい子どもたちも、いつでも歓迎いたします。 
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きょうかい

 
 

ホームページ「久宝教会」 
（ウェブサイト）    

    http://www.koinonia.or.jp/kyuhokyokai 

【連絡先(牛田)】090-9161-4027 

kyuho-church@koinonia.or.jp 



招きの詞
ことば

  イザヤ書 30 章 21 節（聖書協会共同訳） 
21あなたが右に行くときも、左に行くときも 

あなたの耳は、背後から「これが道だ、ここを歩け」と語る言葉を聞く。 

 

聖 書  マタイによる福音書 4 章 23 節－5 章 12 節（聖書協会共同訳） 

 23イエスはガリラヤ中を回って、諸会堂で教え、御国
み く に

の福音を宣べ伝え、民衆の

ありとあらゆる病気や患
わずら

いを癒やされた。24 そこで、イエスの評判がシリア中に

広まり、人々がイエスのところへ、いろいろな病気や痛みに苦しむ者、悪霊
あくれい

に取り

つかれた者、発作に悩む者、体の麻痺
ま ひ

した者など、あらゆる病人を連れて来たので、

これらの人々を癒やされた。25こうして、ガリラヤ、デカポリス、エルサレム、ユ

ダヤ、さらにヨルダン川の向こう側から、大勢の群衆が来てイエスに付いて行った。 

 1イエスはこの群衆を見て、山に登られた。腰を下ろされると、弟子たちが御
み

も

とに来た。2そこで、イエスは口を開き、彼らに教えられた。 

3「a心の貧しい人々は、幸いである 

天の国はその人たちのものである。 

4悲しむ人々は、幸いである 

その人たちは慰められる。 

5bへりくだった人々は、幸いである 

その人たちは地を受け継ぐ。 

6義に飢え渇く人々は、幸いである 

その人たちは満たされる。 

7憐
あわ

れみ深い人々は、幸いである 

その人たちは憐れみを受ける。 

8心の清い人々は、幸いである 

その人たちは神を見る。 

9平和を造る人々は、幸いである 

その人たちは神の子と呼ばれる。 

10義のために迫害された人々は、幸いである 

天の国はその人たちのものである。 

11 私のために人々があなたがたを罵
ののし

り迫害
はくがい

し、ありもしないことで悪口
あっこう

を浴
あ

びせ

る時、あなたがたは幸いである。12喜びなさい。大いに喜びなさい。天には大きな

報
むく

いがある。あなたがたより前の預言者たちも、同じように迫害されたのである。」 

（脚注 a：直訳「霊において貧しい人々」、b：別訳「柔和な」）  

【参照】本田哲郎訳『小さくされた人々のための福音』より 

3心底貧しい人たちは、神からの力がある。 

天の国はその人たちのものである。 

4死別の哀しみにある人は、神からの力がある。 

その人は慰めを得る。 

5抑圧にめげない人は、神からの力がある。 

その人は地を受けつぐ。 

6解放に飢え渇く人は、神からの力がある。 

その人は満たされる。 

7人の痛みが分かる人は、神からの力がある。 

その人は自分の痛みを分かってもらえる。 

8心を澄ませている人は、神からの力がある。 

その人は神を見る。 

9平和のために働く人は、神からの力がある。 

その人は神の子と呼ばれる。 

10 解放をこころざして迫害される人たちは、 

神からの力がある。 

天の国はその人たちのものである。 



  

《先週のメッセージより》1 月 24 日 降誕節第 5 主日礼拝   牛田匡牧師 

メッセージ「すぐそばにある福の音」より 

聖書：ローマの信徒への手紙 1 章 8－17 節 

 教会では「福音
ふくいん

（良い知らせ）」という言葉をよく聞きますが、これは元々

は戦争の勝利を伝える言葉だったそうです。それが後にローマ帝国の初代皇帝

アウグストゥスは「神なるアウグストゥスの誕生の日は、この世における福音

の始まりである」と碑に刻ませました。イエス様やパウロが生きた時代の「福

音」とは、そんな軍事力による帝国支配を意味していたわけです。そのような

時代に、パウロは全く別の「イエス・キリストの福音」を告げ知らせました。 

 今回の聖書「ローマの信徒への手紙」は、パウロが、まだ訪問したことのな

いローマの教会に対して、書き送った手紙です。パウロは私には全ての人に福

音を告げ知らせる責任がある、ぜひローマにいるあなたがたにも告げ知らせた

いと言っていますが、彼がそれだけ伝えたいと願っていた福音とは一体何だっ

たのでしょうか。歴史の中を歩まれたイエス様が示された「福音」の中心とは、

「いつでも神が共にいて下さるということ」と、「無条件で徹底的な愛とゆる

し」の 2 つだっただろうと考えられます（青野太潮）。そして福音書に記され

ているイエス様の言葉と振る舞いは、一貫してその 2 つを身をもって告げ知ら

せる歩みでした。神様の正義は、私たち自身が神様が共にいて下さり、赦し支

えて下さっているという福音に信頼して、低みに立って歩みを起こせば起こす

ほど、身をもって明らかにされてくるとパウロは記しています（本田哲郎訳）。

そこにこそ神様と共に生きる、新しい命、生活があるということなのでしょう。 

 さてイエス様やパウロから約 2000 年を経た今、私たちにとっての福音とは

何でしょうか。コロナで苦しんでいる世界中の人々、とくに医療現場で働いて

おられる医療従事者の方々にとっては、ワクチンや治療薬が福音なのかもしれ

ません。しかし、神様は人間の思いや価値観を越えて働かれます。イエス様の

十字架とその死からの引き起こしに代表されるように、人の目から見れば、無

力で、愚か、恥でしかないものを、強く、賢く、救いへと変えられます。福音

はどこにあるのか。福音はすぐそばにある……。いつも私たちと共にいて下さ

って、赦し支えて下さっている神様の働き。人が目を注がないような場所にこ

そ現われる神様の福音。そんな「福の音」に信頼して、私たちも神様と共に低

みから歩みを起こす者へと、変えられ、導かれて行きます。 

 

毎週の「メッセージより」は、ウェブサイト等にも順次掲載されています。 
 

 

 ホームページ    Facebook   LINE 公式アカウント 
            



 

◎ 先週の報告 （1 月 24 日） 
 礼拝出席 大人 7 名 子ども 3 名 献金 大人 6,500 円 感謝 
  礼拝後に釜ヶ崎支援のための「おにぎり作り」を行い、140 個のおにぎりを作っ
て、いこい食堂にお届けすることができました。どうもありがとうございました。 
 
◎次週 2021 年 2 月 7 日（日）降誕節 第 7 主日礼拝 

 招きの詞 詩編 103 章 11－12 節 

 聖 書  列王記 下 5 章 1－14 節 

 メッセージ 「神様の力が働く場所」牛田匡牧師 

 賛美歌 452 番、439 番、196 番（いずれも@JASRAC）  

 礼拝後に 2 月期の「教会を考える会（役員会）」を行う予定ですが、コロナの感染
状況によっては、皆で集まるのではなく、書面による稟議となる場合があります。 

 
◎お知らせ 

・新型コロナウイルス感染拡大のため、大阪府には 1 月 14 日から 2 月 7 日まで「緊

急事態宣言」が出され、不要・不急の外出・移動の自粛が要請されています。教会

で感染予防に留意しながら礼拝を致しますが、教会堂に共に集まって礼拝する形

にこだわらずに、インターネットの中継配信を利用した在宅での礼拝など、それぞ

れの方が参加しやすい形で礼拝に参加ください。教会堂では、朝の検温、手指消毒

とマスク着用、お隣の方との間隔をあけた着席をお願いいたします。「週報」や「メ

ッセージ（全文）」はホームページからダウンロードして頂くことができます。  

またご希望の方にはそれらをご自宅までお届けいたします。 

・本日 14 時より、インターネットにて「部落解放協議会 

2020『部落解放運動の今日まで、そして明日から』」が 

開催されます（主催：日本基督教団大阪教区部落解放委 

員会）。講師は京都教区部落解放センター主事代行・ 

鳥井新平さんで、参加費は無料です。参加希望の方は、 

メール kumedachurch@sensyu.ne.jp か、電話 072－ 

445－2368（久米田教会）でお申し込み下さい。 

・2 月 7 日（日）14 時～16 時 40 分に、日本クリスチャン・ 

アカデミー主催の講演会「キリスト教徒はコロナ禍をど 

う見るか」（講師・佐藤優さん）が開催されます。会場は、 

京都の関西セミナーハウスですが、インターネットによる 

リモート参加の可能です。参加費 2,000 円（学生 500 円）。 

詳細・お申し込みは、関西セミナーハウス・活動センター 

のウェブサイトをご参照ください。 

お申し込み〆切は 2 月 4 日（木）です。 

 
 

◎ 次週以降の行事予定    

 会場 メッセージ 行事 

2/7 
久宝寺地区 

久宝まぶねこども園 

（新園舎・教会堂） 

牛田牧師 ユーカリスト・教会を考える会 

2/14 水谷牧師 （信教の自由を守る日） 

2/21 牛田牧師 聖書を読む会 

2/28 （未定？） 牛田牧師 誕生者祝福式・おにぎり支援 
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